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人　口 32,976人 （+45） 

　男　 15,861人 （+20） 

　女 17,115人 （+25） 

世帯数 11,765戸 （+22） 

15歳未満 5,419人 （－３） 

65歳以上 4,819人 （+20） 

平均年齢 39.86歳 

 

今月の主な記事 

平成19年10月末現在（　）内は前月比 

藍の館で藍染体験をされる皇太子ご夫妻 
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　国内最大の文化の祭典「第22回国民文化祭・

とくしま2007（おどる国文祭）」が、10月27日

から11月４日まで開催されました。町では、中

世の文化を誇る勝瑞城館・三好氏の文化や、藍

文化を中心としたフェスティバルやシンポジウ

ムなどの３つの事業でにぎわいました。 

　 

　10月27日、勝瑞城館跡で第22回国民文化祭と

くしま2007藍住町総合開会式が行われ、高井美穂衆議院議員、木南

征美県議会議員、友好都市山形県河北町から田宮栄佐美町長と河北

町議会議員など、招待者約100人が出席しました。 

　第22回国民文化祭藍住町実行委員会会長の石川智能町長は、「国

文祭を一過性のイベントに終わらせることなく、これを契機とし本

町の文化の発展につなげていくとともに、町民の皆さんに故郷の豊

かな文化や歴史に直接ふれてほしい。また本町の伝統文化や貴重な

歴史文化遺産の情報を全国に発信し、その成果を後世に継承、発展させ、地域文化としての価値をさらに高

めていきたい」と挨拶。その後、来賓の方々からの祝辞がありました。 

　開会式に引き続きアトラクションとして、東小学校児童、東中学校生徒による阿波踊りが披露され、招待

者から大きな拍手がわき起こりました。この後の開幕セレモニーでは、テープカットとくす玉開披が行われ、

戦国浪漫・勝瑞探訪、藍フェスティバル、シンポジウム「藍と文化と吉野川」の３事業が開幕されました。 

IN  AIZUMI　　10/27［SAT］～11/4［SUN］ 

発掘現場説明会（勝瑞城館跡） 

戦国浪漫・勝瑞探訪シンポジウム（町民シアター） 

テープカット 

東小児童・中学校生徒による阿波踊り 

戦国浪漫・勝瑞探訪 
～よみがえる三好氏の文化～ 
　よみがえる三好氏の文化をテーマに、戦国三好氏

の文化や当時の町の暮らしを追体験できるイベント

が行われました。 

●これまでの発掘調査で出土した遺物や、他の博物

館等が所蔵している貴重な資料、勝瑞城館主殿な

どの復元映像を展示した企画展 

●「茶の湯の歴史」と題して行われた関西近世考古

学研究会の森村健一氏の講演、現在の調査地であ

る南西隅の第13次館跡発掘調査現場の説明会、守

護町勝瑞の史跡を巡る史跡ウォーク、茶会、羽根つきなどの昔の遊び

コーナーを企画した勝瑞フェスティバル 

●「よみがえる三好氏の文化」と題して静岡大学教授で文学博士で

もある小和田哲男教授による記念講演や同教授をパネリストに文

化庁記念物課主任文化財調査官の福家清司氏、徳島造園学会主宰

の福原健生氏、町教育委員会の重見高博氏を迎え、徳島市立徳島

城博物館主査・学芸員の須藤茂樹氏をコーディネーターにパネル

ディスァッションが行われたシンポジウム 

10/13～10/28
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皇太子ご夫妻来町 
　国文祭の開会式に出席されるため来県していた皇太子ご夫妻は28日、

町内の藍の館で藍染体験をされた後、役場庁舎で国文祭の事業のひとつで

ある戦国浪漫・勝瑞探訪の企画展「よみがえる三好氏の文化」を見学され、

出迎えの人たちに笑顔でこたえられました。（写真右） 

　藍の歴史や藍染めの良さを知ってもらうと

ともに、伝統の技を守り続けていくためには

どうすればよいのかを、藍染作家や服飾界の

著名人に提言してもらい、自分なりに創造し

てもらえるようなシンポジウムが行われました。 

●本物をいかに残していくかが自分の使命と

いう藍染作家の矢野藍秀氏と、藍がとりも

つ縁を大切にし、昔からの型にこだわらな

いという原田史郎氏の、藍を愛し伝統の技

を守り続けようとしている2人による藍染め

セミナー 

●「藍と文化と吉野川」と題して、元藍の館館

長で文学博士の三好昭一郎氏の基調講演や「藍

を染めるひと・売るひと・着るひと」をテ

ーマとして、コーディネーターに「染織と生活社」元編集長・日本きもの学会常任理事の富山弘基氏を、

パネリストに服飾評論家の市田ひろみ氏、野乃花染工房主宰の諏訪好風氏、京ごふく(株)ゑり善取締役商

品部長の伊藤廣明氏を迎え、パネルディスカッションが行われたシンポジウム 

 

藍フェスティバル 
～来て　見て　楽しんで　染まってみいへんで～ 
　『来て見て楽しんで染まってみいへんで』をテーマに、藍染めの先端

を担う作家の作品などに触れるとともに、藍の歴史を知り、楽しさを味

わってもらえるように様々なイベントが行われました。 

●藍染研究家の秋山精子氏、陶

芸家の佐藤光夫氏、藍染作家

の原田史郎氏、古庄紀治氏、

矢野藍秀氏ら招待作家による

特別展 

●友好都市山形県河北町の紅花

作品展 

●全国阿波藍染織作家協会員の

作品と全国から公募した藍染

作品展 

●紅花染めの第一人者鈴木孝男

氏（河北町）を迎え、藍染めと

紅花染めの体験 

●藍畑でのお茶のサービスや藍

の種の無料配布 

●藍畑や勝瑞城館跡発掘現場や

藍の館などをバスで巡る藍の

歴史探検ツアー 

10/28

11/3

10/27～11/4

シンポジウム「藍と文化と吉野川」 
　～お帰りなさい　阿波藍の郷へ～ 

シンポジウム（町民センター） 

藍の歴史探険ツアー（藍の館） 藍染め・紅花染め体験（緑の広場） 

作品展に訪れた人 （々武道館） 飯泉知事も特別展視察（コミセン） 

原田史郎氏 矢野藍秀氏 



4広報あいずみ ■ �   No.760

平
成　

年
度
幼
稚
園
入
園
案
内

２０

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品
に
よ
る
火
災
事
故
が
発
生
 

し
て
い
ま
す
。
 

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品
を
使
用
す
る
と
き
は
、
 

必
ず
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
 経
済
産
業
省
 

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品
を
ご
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
 

 

守
ろ
う
！  

確
か
め
よ
う
！ 

　
　
　
　
　
こ
の
最
低
金
額 

徳
島
県
最
低
賃
金 

平
成
19
年
10
月
21
日
発
効 

時
間
額
６
２
５
円 

成
人
式 

お
と
な
の

お
と
な
の
自
覚
自
覚 

お
と
な
の

お
と
な
の
自
覚
自
覚 

お
と
な
の
自
覚 

○
国
民
年
金
保
険
料
の
年
末
調
整
や
確
定

申
告
は
、「
領
収
書
」・「
証
明
書
」
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
１
年
間

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
控
除
証
明
書
（
は
が
き
）
は
、
社

会
保
険
庁
か
ら　

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

１１

す
。
証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら　

月
10

１
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
の
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の

証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

（
�
０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１
）

　
  
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　

（
�
６
５
５
・
０
２
０
０
）

　

町
立
幼
稚
園
へ
の
入
園
の
受
付
を
し
ま

す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
該
当
幼

稚
園
へ
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
に
必
要
な
入
園
願
書
等
は

各
幼
稚
園
、
保
育
所
、
児
童
館
お
よ
び
町

教
育
委
員
会
に
備
え
て
い
ま
す
。

○
願
書
受
付
期
日

　
　

月
３
日（
月
）
〜  　

日（
火
）

12

11

○
該

当

児　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

15

　

平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

16

○
通
園
区
域　

各
小
学
校
区
と
同
じ
で
す
。

○
申
込
方
法　

入
園
願
書
に
記
入
捺
印
の

う
え
、
該
当
す
る
幼
稚
園
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

＊　

入
園
願
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
該

当
幼
稚
園
で
面
接
を
し
ま
す
。

面
接
日
時

　

平
成　

年
１
月　

日（
火
）〜　

日（
木
）

２０

1５

１７

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
6
3
7
・
3
1
2
8
）

　
　

月
は
、
固
定
資
産
税

11
（
３
期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、　

月　

日
で
す
。

11

26

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

電話番号所  在  地幼稚園名

692―3841住吉字乾１藍住北幼稚園

692―3843奥野字猪熊89-1藍住南幼稚園

692―7855富吉字地神79藍住西幼稚園

641―2210勝瑞字成長65藍住東幼稚園

　

次
の
日
程
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成　

年
１
月　

日（
日
）

20

13

　
　
　

午
前　

時
（
午
前　

時
受
付
）

11

10

場
所　

町
民
会
館

※
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、
藍

住
町
で
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
6
3
7
・
3
1
2
8
）

●問
 
 
徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
（
�
6
5
2
・
9
1
6
5
）

　

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
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８
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
現

在
、
奥
野
矢
上
前
地
区
で
公
共
下
水
道
工
事

を
実
施
、
ま
た
は
予
定
し
て
い
ま
す
（
左
図
）。

期
間
中
は
、
工
事
区
域
内
で
県
道
・
町
道
の

片
側
通
行
ま
た
は
全
面
車
両
通
行
止
め
等
の

交
通
規
制
を
随
時
実
施
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●問
 
 
下
水
道
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
３
）

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
を
擁
護
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営

業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
「
理
容
店
」「
美
容

店
」「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」「
め
ん
類
飲
食
店
」

「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛
生
を
約
束

す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

●問
 
  
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

（
�
６
２
３
・
７
４
０
０
）

奥
野
矢
上
前
地
区　

公
共
下
水
道
管
き
ょ
布
設
工
事

箇所：　　　　　の箇所
期間：平成19年８月～平成20年３月
時間：午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）

　

町
で
は
、
生
ご
み
減
量
化
を
図
る
た
め
、

家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
お
よ
び
生
ご

み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
を
さ

れ
る
場
合
の
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

＊
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機　
　

◆
処
理
機
の
種
類　

家
庭
用
で
あ
れ
ば
、
機

種
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
補
助
金
額　

購
入
金
額
（
消
費
税
を
含
む
）

の
１
／
２
と
し
、
上
限
を
２
万
円
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
た

額
と
し
ま
す
。
補
助
は
、
１
世
帯
に
１
台

限
り
で
す
。

◆
補
助
の
条
件　

町
内
在
住
者
で
処
理
機
を

自
宅
で
使
う
こ
と
。

＊
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）　

◆
処
理
容
器
の
種
類　

丸
型
・
角
型

◆
補
助
金
額　

購
入
金
額
（
消
費
税
を
含
む
）

の
１
／
２
と
し
、
上
限
を
４
千
円
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
十
円
未
満
を
切
り
捨
て
た

額
と
し
ま
す
。
補
助
は
、
１
世
帯
に
１
年

度
に
つ
き
１
個
で
す
。

　
　

生
ご
み
処
理
容
器
は
、
土
を
掘
り
下
げ
て
設

置
す
る
た
め
、
設
置
す
る
場
所
が
必
要
で
す
。

●
補
助
を
受
け
る
と
き
は
事
前
に
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
購
入
は
、
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
生
活
環
境
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

標
準
営
業
約
款
制
度　
　

﹇﹇﹇﹇﹇﹇﹇﹇﹇﹇﹇﹇﹇﹇
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ママママママママママママママ
ーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククク
﹈﹈﹈﹈﹈﹈﹈﹈﹈﹈﹈﹈﹈﹈

﹇
Ｓ
マ
ー
ク
﹈

　
　

を
ご
存
じ
で
す
か
！

家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
・
生
ご
み
処
理
容
器

購　

入　

補　

助　

金

厚生労働大臣認可
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イヌ・ネコを愛する皆さんへ 
 生涯に１回の登録 
　イヌを飼い始めた時や、まだ登録をしていない場
合は、すぐに登録をしましょう。 
 
 毎年１回の狂犬病予防注射 
　狂犬病は、恐ろしい病気です。イヌも人間もかかっ
たら助かりません。 
 
 イヌはつないで飼いましょう　　 
　イヌの放し飼いは、人や農作物に危害を加えたり、
野犬繁殖の原因となります。 
 
 イヌの運動・散歩時に必ずふんの始末をしましょう 
　公園や道路などの公共の場所や、他人の敷地内を
ふんで汚さないように、必ず袋などを持参して後始
末をしましょう。 

 避妊・去勢手術を受けさせよう！ 
　子イヌや子ネコが生まれても育てる自信がないと

きは、あらかじめ、避妊・去勢手術を受けさせまし

ょう。 

 
 健康相談と定期検診を受けさせよう！ 
　イヌやネコの伝染病には、死亡率が高く、後遺症

が残ったり、人に感染する病気もあります。これら

の病気は、ワクチン接種や薬剤により防ぐことがで

きます。日ごろから、イヌやネコの飼育環境や健康

状態に気をつけましょう。 

イヌ・ネコを愛する皆さんへ 

インフルエンザ予防接種 インフルエンザ予防接種 
実施期限　12月31日（月）　（各医療機関の休診日にご注意ください）

対 象 者　接種当日で65歳以上  

　　　　　＊藍住町に住民登録のある方

　　　　　＊60歳以上65歳未満であっても、心臓・じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が

極度に制限される程度の障害を有する方およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日

常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

接種回数　１回

接種料金　2,500円程度（直接医療機関の窓口でお支払いください。）  

　　　　　＊生活保護を受給している方は無料

　　　　　＊手数料3,500円程度の内、町が1,000円負担

持参する物　①健康保険証､運転免許証等､住所が確認できる物

　　　　　②健康手帳をお持ちいただくと、予防接種済の証明が記録されます。

◎必ず、電話予約をしてください。予防接種は体調の良い時に受けてください。

●問  保健センター（� 692・８６５８）

●問  保健衛生課

　（� 637・3115）

電話番号医療機関名電話番号医療機関名

接

種

医

療

機

関

６９２・７２２８富 本 小 児 科 内 科６９２・６１１１安 芸 内 科
６９２・４７７１内科クリニック･オクムラ６９２・５７５７稲 次 整 形 外 科 病 院
６４１・２２８８中 川 整 形 外 科６９２・１２２０大 久 保 内 科
６９２・０３３３中 山 産 婦 人 科６９２・２４０３奥 村 医 院
６９２・５７５８秦 産 婦 人 科 ・ 内 科６９２・９７７０香 川 内 科
６９２・２３１７浜 病 院６３７・３２１１こ や ま 小 児 科 内 科
６９２・５１５１板 東 整 形 外 科６９３・１１８８近 藤 外 科 内 科
６４１・３１１１水 井 医 院６９２・８７１１西 條 耳 鼻 咽 喉 科
６４１・４１４１森 本 医 院６９２・８９００清 水 内 科
６９２・４４１１矢 野 医 院６９３・１０２１杉みね整形クリニック
６９２・８１１８山 田 眼 科 藍 住６９２・６８８６鶴 岡 内 科 胃 腸 科
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１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
の
各
種
功
労
者
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
山
根
伸

太
氏
（
奥
野
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
根
氏
は
、
昭
和　

年
か
ら　

年
の
永
い
間
、
本

６２

２０

町
の
学
校
医
と
し
て
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
そ
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
、
葉
田
�
晴
さ
ん
（
矢
上
・

10

20

明
治　

年　

月　

日
生
ま
れ
）
が
、
1
0
0

40

10

20

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
石
川

町
長
と
中
央
福
祉
事
務
所
次
長
が
、
葉
田

さ
ん
が
入
所
さ
れ
て
い
る
町
内
の
施
設
を

訪
問
し
、
県
と
町
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

　

施
設
で
は
誕
生
会
が
併
せ
て
行
わ
れ
、

ひ
孫
か
ら
花
束
が
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
施
設

か
ら
も
ケ
ー
キ
や
記
念
品
等
が
贈
ら
れ
、

大
喜
び
の
様
子
で
し
た
。

　

葉
田
さ
ん
は
体
に
麻
痺
が
あ
り
車
椅
子

で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
欲
も
あ
り

大
変
お
元
気
で
す
。
町
長
や
集
ま
っ
た
家

族
か
ら
の
祝
福
の
言
葉
に
、
終
始
笑
顔
を

見
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　

月
１
日
現
在
、
町
内
の
1
0
0
歳
以

11
上
の
方
は
7
人
（
男
2
人　

女
5
人
）
で

す
。

　
　

月　

日
、
徳
島
県
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推

１０

１１

進
大
会
で
、
賀
治
清
氏
（
富
吉
）
が
全
国
防
犯
功
労
者

（
防
犯
栄
誉
銀
賞
）
警
察
長
官
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

賀
治
氏
は
、
児
童
登
校
時
の
巡
回
指
導
や
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
等
、
児
童
の
青
少
年
健
全
育
成
、
防
犯
活
動
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
現
在
も
活
躍
し
て
お
り
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
防
犯
功
労
者
表
彰
に
賀
治
氏

各
種
功
労
者
表
彰
に
山
根
氏

　

日
ま
で
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１５
　

藍
住
町
か
ら
県
の
陸
上
競
技
選
手
代
表

と
し
て
、
身
体
障
害
者
会
会
員
の
外
山
高

士
さ
ん
が
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
２
種
目
に
出
場
さ
れ
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
で
全
国
第
3
位
に
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
秋
田
わ
か
杉
大
会
）
が
、　

月　

日
〜

１０

１３

第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

外
山
さ
ん
が
全
国
第
3
位

諏
訪
橋（
奥
野
前
川
バ
イ
パ
ス
）開
通

　
　

月
１
日
か
ら
奥
野
前
川
バ
イ
パ
ス
道
路
の
供
用
が
開
始
さ

11
れ
ま
し
た
。
奥
野
地
区
か
ら
徳
島
引
田
線
へ
の
バ
イ
パ
ス
道
路

と
し
て
、
橋
長　

・
5
メ
ー
ト
ル
、
幅
員　

・　

メ
ー
ト
ル
で
、

17

10

75

橋
は
諏
訪
橋
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
一
方
通
行
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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野
外
焼

野
外
焼
却（
野
焼
き
）

（
野
焼
き
）の
禁
止
禁
止
 

〜
廃
棄
物
の
野
外
焼

〜
廃
棄
物
の
野
外
焼
却（
野
焼
き
）

（
野
焼
き
）は
禁
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
〜

止
さ
れ
て
い
ま
す
〜
 

野
外
焼
却（
野
焼
き
）の
禁
止
 

〜
廃
棄
物
の
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
〜
 

12
月
４
日
〜

月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

日
は
人
権
週
間
で
す 

人権標語 
藍住東小学校児童作品 

見
つ
け
よ
う
　
一
人
ひ
と
り
の
　
良
い
と
こ
ろ 

６
年
　
藤
田
進
太
郎 

信
じ
よ
う
　
君
の
友
だ
ち
　
自
分
の
心 

６
年
　
矢
野
　
和
輝 

い
や
な
こ
と
　
し
な
い
言
わ
な
い
　
伝
え
な
い 

６
年
　
堀
川
　
　
瞳 

人
権
は
　
み
ん
な
の
愛
で
　
守
ら
れ
る 

６
年
　
三
室
　
里
紗 

町
中
が
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
あ
ふ
れ
て
る 

６
年
　
湯
浅
　
美
咲 

特
設
人
権
相
談
所
開
設 

12
月
４
日
〜

月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

日
は
人
権
週
間
で
す 

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す 

　

焼
却
設
備
を
用
い
な
い

　
　
　
　

廃
棄
物
の
焼
却
の
禁
止

　

焼
却
設
備
を
使
用
せ
ず
廃
棄
物
を
焼
却
す

る
こ
と
（
野
外
焼
却
）
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
庭
先
の
た
き
火
等
（
焼
却
禁

止
の
例
外
）
の
場
合
で
も
、
生
活
環
境
へ
の

十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
悪
臭
や
煙
害

な
ど
で
、
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
で
る
よ
う

な
場
合
は
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

粗
悪
な
焼
却
設
備
に
よ
る

　
　
　
　

廃
棄
物
の
焼
却
の
禁
止

　

焼
却
設
備
で
あ
っ
て
も
、
ド
ラ
ム
缶
や

一
斗
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
で
囲
っ
た
だ

け
の
粗
悪
な
設
備
に
よ
る
廃
棄
物
の
焼
却

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
炉
で
燃
や

す
場
合
で
も
、
基
準
に
適
合
し
な
い
簡
易

焼
却
炉
で
の
焼
却
は
野
外
焼
却
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

　

焼
却
禁
止
の
例
外

１　

伝
統
的
行
事
お
よ
び
社
会
慣
習
上
や
む

を
得
な
い
焼
却
行
為

　
　

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
地
域
の
行
事
で
不

要
と
な
っ
た
し
め
縄
等
の
焼
却

２　

学
校
教
育
や
社
会
教
育
上
必
要
な
焼
却

行
為

　
　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
た
き
火

３　

そ
の
他

・ 
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却
（
樹
木
や
農
作
物
の
病
害
虫
の
駆

除
、
肥
料
作
り
、
土
壌
改
良
な
ど
）

・ 

災
害
等
の
予
防
、
応
急
対
策

　

こ
れ
ら
の
場
合
で
も
、
周
辺
の
生
活
環
境

に
で
き
る
限
り
配
慮
し
て
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
住
宅
密
集
地
で
は
、
風
向
き
な
ど
に

よ
っ
て
直
接
、
煙
や
臭
い
が
近
隣
へ
広
が
り

洗
濯
物
な
ど
へ
の
臭
い
の
付
着
、
室
内
へ
の

煙
の
流
入
、
嘆
息
の
発
作
な
ど
の
健
康
被
害

の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
や
む
を
得
ず
焼
却
禁
止
の

例
外
行
為
を
行
う
場
合
は
、
次
の
事
項
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

天
候
や
風
向
き
を
考
え
る

・ 

洗
濯
物
を
干
す
時
間
帯
は
な
る
べ
く
避
け
る

＊ 
違
反
し
た
場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
、

も
し
く
は
１
、
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

●問
 
 
生
活
環
境
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

作
品
展
示

　

期
間　
　

月
４
日
（
火
）
〜　

日
（
月
）

１２

１０

　

場
所　

町
民
ホ
ー
ル
（
役
場
１
階
）

講
演
会
・
意
見
発
表
会

　

日
時　
　

月
７
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

１２

　

場
所　

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

意
見
発
表

　

西
小
学
校
児
童
・
東
中
学
校
生
徒

講
演
会

　

講
師　

南　

修
二
氏

　

講
演　

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
あ
り
の
ま
ま
の
あ
な
た
が
す
ば
ら
し
い
」

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　

人
権
は
、
わ
た
し
た
ち
が
幸
福
で
平
和
な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
権
利
で
す
。
他
人
を
思
い
や
り
、
お
互
い
を
認
め
合
う
心
が
、
他
人
だ
け
で
な
く

自
分
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
よ
い
人
権
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月
３
日（
月
）午
前　

時
〜
正
午

１２

１０

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

1
階
相
談
室

＊
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

●問
 
 
住
民
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
２
）
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藍住町スローガン 

「星影のワルツ」に想う 

　昔，テレビで「クイズ　年の差なんて」という番組が放送されていました。解答者を若者と年配者の二つのグル

－プにわけて競い合うという番組です。そのなかに，流行歌の歌詞から題名をあてるクイズがありました。結果は，

最近の歌だと若者組が勝ち，昔の流行歌では，年配組が勝っていました。 

　ところが，「星影のワルツ」が出題されたとき，おもしろい現象が起こったのです。この歌に限っては，なぜか

双方が正解したのでした。この曲がすばらしい流行歌であるといえばそれまでなのでしょうが…。 

　では，ここで，なぜこの流行歌がみんなの心をつかみ，歌われてきたのか考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　さて，なぜこの歌を今，取り上げさせてもらったかといいますと，作詞者の方には悪いのですが，この歌詞の真

意と未来をみなさんと一緒に考えてみたかったからです。 

　かつて，この歌を聞き涙を流した人が話していました。「星影のワルツは，差別によって結婚を阻まれた心情を歌

った悲しい別離の歌だ」というのです。その人は，被差別部落出身でとてもやさしい心の持ち主の方です。当時，そ

の方と彼女は，涙に打ちひしがれての別離を余儀なくされたそうです。この歌詞のごとく「死ぬほど好きな」二人の

愛は，引き裂かれたのです。何が二人を追いつめてしまったのでしょうか。世の中には，差別によって命を奪われ

る人がいます。「死ぬほどに好き」なのに，二人の思いに反して別れなければならなかったのです。そして，「遠くで祈

ろう　幸せを」というのです…。だから，この歌詞は，結婚差別について意見し，人のやさしさを訴えた歌だという

のです。そして，部落差別やさまざまな差別があることを，絶対に許すわけにはいかないと話されていました。 

　皆さんは，どう思われますか。いったい誰が差別をし，偏見をもっているのでしょうか。よく「世間体が…」とか「血

筋が…」などという人がいますが，このことで，どれほど多くの若者が苦しみ，涙を流してきたことでしょう。 

　では，この差別をどのように解消していけばよいのでしょうか。今までにも，同和問題やさまざまな人権問題解決

のために努力をしてきました。たとえば，「人の世に熱あれ　人間に光あれ」という全国水平社宣言文にもあるように，

みんなの幸せを願って運動に取り組んできました。また，教科書無償の運動や労働運動のなかにも，差別をなくすた

めに闘ってきた運動の成果が数多くあります。人の心の痛みや差別する人の心がよくわかる人は，世の中の不合理や

偏見がよく見えています。そんななか，「人間は，お互いに尊敬し合うべき関係に」という運動の精神に則り，今もあ

らゆる差別の解消のために闘っているのです。つまり，差別や偏見・不合理に立ち向かっていくことが重要なのです。 

　このような見方で，この「星影のワルツ」の歌詞をもう一度よく見てみると，大流行したわけが見えてきます。

人の心のやさしさや想いの深さは，まだ十分でないかもしれませんが，その奥に潜む何かをみんながつかもうとし

ていたからではないでしょうか。そして，「死ぬほど好きな」二人の世界は多くの人たちが経験をし，そこではいろ

んな差別や偏見が渦巻いていて，二人を切り裂くようなしきたりや慣習が，今の世の中にもまだまだ幅を効かせて

いるのを知っている証拠だといえるかもしれません。 

　だからこそ，学校でも地域でも間違ったしきたりや慣習をなくしていくように学習を深め，指摘をし合い，偏見

や差別をなくす努力をしているのです。 

　そのことが，同和問題をはじめあらゆる人権問題の解決につながり，明るい未来につながるのです。 

藍住中学校長　　勝　野　忠　治　 

1 別れることは　つらいけど 
仕方がないんだ　君のため 
別れに星影のワルツをうたおう 
冷たい心じゃないんだよ 
冷たい心じゃないんだよ 
今でも好きだ　死ぬほどに 

　ところで，この歌詞を読んでいる

と一つの疑問がわいてきませんか。「死

ぬ」ほど好きなのに，なぜ別れなけ

ればならないのでしょうか。 

　そして「仕方がないんだ君のため」

というのですが… 

2 一緒になれる　幸せを 
二人で夢見た　ほほえんだ 
別れに星影のワルツをうたおう 
あんなに愛した仲なのに     
あんなに愛した仲なのに   
涙がにじむ　夜の窓 

と続きます。 

　愛し合った二人なのに，どうして

別れなければならないのでしょうか。 

　やはり疑問が続きます。 

3 さよならなんて　どうしても 
言えないだろうな　泣くだろうな 
別れに星影のワルツをうたおう 
遠くで祈ろう幸せを         
遠くで祈ろう幸せを         
今夜も星が　降るようだ 

　とうとう３番まできても，別れの

理由がわからないままで終わってし

まいました。ところが，この歌は爆

発的に流行し，三十数年たった現代

でもみんなに歌われています。 

　なぜなのでしょうか。 
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ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆　
　
　
　
 

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　

冬
太
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
♪

　

だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
！

日　

時　
　

月　

日
（
月
）

１１

２６

　
　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

場　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
ペ
タ
ン
ク

参
加
費　

無
料

　
　
　
　

（
申
込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主　

催　

町
体
育
指
導
委
員
会
、
教
育
委
員
会

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
6
3
7
・
3
1
2
8
）

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

２５

　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

場　

所

　

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

◎
町
内
同
一
団
体
・
職
場
（
町
内
事
業
所
に

勤
務
す
る
者
）
で
編
成
さ
れ
た
男
性
チ
ー

ム
・
女
性
チ
ー
ム
で
あ
っ
て
選
手　

人
（
監

１５

督
１
人
含
む
）
の
編
成
と
し
、
背
番
号
を

付
け
る
こ
と

◎
学
生
は
除
く

◎
幼
稚
園
・
保
育
所
は
連
合
チ
ー
ム
可

申
込
期
限　
　

月　

日
（
木
）

１１

２２

●申
 

・
●問
 
 
教
育
委
員
会
内
体
育
協
会
事
務
局

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

　

手
頃
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
　
　
　

を
歩
き
ま
す
。

※
今
回
は
毎
日
歩
け
る
、

　

約
４
㎞
の
コ
ー
ス
で
す

日　
　

時　
　

月　

日
（
日
）

１１

２５

　
　
　
　
　

９
時　

分
〜
正
午
（　

時
出
発
）

４５

１０

集
合
場
所　

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前　
　
　

参

加

費　

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
９
時　

分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま

４５

す
。

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。

（
今
週
は
第
４
週
で
す
）
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

ポ
カ
ポ
カ
親
子
の

　
　
　

バ
ス
フ
ィ
ズ
作
り

　

お
風
呂
に
入
れ
る
と
自
然
の
香
り
と
発
泡

す
る
楽
し
い
入
浴
剤
で
寒
い
冬
を
親
子
で
吹

き
飛
ば
そ
う
♪

日　
　

時　
　

月
２
日
（
日
）

１２

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

場　
　

所　

緑
の
広
場
管
理
棟
１
階

参

加

費　

会
員
以
外
の
方
は
１
０
０
円

申
込
締
切　
　

月　

日
（
水
）

１１

２８

主　
　

催　

町
親
子
会
連
合
会

●問
 
 
教
育
委
員
会

　

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

第　

回
各
種
団
体
・
職
場
対
抗

３６
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

合　格　発　表試　験　期　日受　付　期　限資　　格募　集　種　目

１次：20年1月2１日

最終：20年2月19日

１次：20年1月12日

２次：20年1月27日(予定)
20年1月8日まで

中卒（見込含）

１７歳未満の男子
自 衛 隊 生 徒

受験日から概ね１か月程度受付時にお知らせします。年間を通じて実施中１８歳以上２７歳未満
２等陸・海・空士
（男　子）

●問   鳴門地域事務所（� ６８５・５３０６）

自　衛　官（ 学  生 ）　採　用　案　内

＊年齢は平成20年４月１日現在
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心配ごと相談所カレンダー 

●場所　福祉センター１階相談室 
●こども相談（月曜日～金曜日　午前中） 
　　　　　「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」 
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」 
●介護相談（随時受付）……「藍住町地域包括支援センター」 
●年金相談（随時受付）……「役場住民課」 
●時間　人権、行政相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時 
●相談センター専用電話（蕁６９２・６２２２） 

11
月
・
12
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ 

※
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
が
、
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
。 

4

11

18

25

5

12

19

26

 

13

27

6

20

7

14

21

28

1

15

22

29

2

9

16

23

3

10

17

24
税金相談 

法律相談 

日 月 火 水 木 金 土 

30
一般相談 

8

2

9

16

23

3

10

17

24

 

11

25

4

18

5

12

19

26

13

20

27

7

14

21

1

8

15

22
税金相談 

行政・人権 

法律相談 交通相談 

日 月 火 水 木 金 土 

一般相談 

28 29
一般相談 

法律相談 
6

健
康
づ
く
り
講
習
会

　

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
中
部
地
区
】

日　

時　
　

月　

日
（
木
）

１１

２９

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

内　

容　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
つ
い

て
調
理
実
習

準
備
す
る
も
の
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
の
タ
オ
ル

申
込
期
限　
　

月　

日
（
木
）

１１

２２

【
東
中
富
地
区
】

日　

時　
　

月
５
日
（
水
）

１２

　
　
　
　

正
午
〜
午
後
１
時

場　

所　

東
中
富
老
人
憩
の
家

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

内　

容　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
つ
い

て
健
康
料
理
の
試
食

申
込
期
限　
　

月　

日
（
金
）

１１

３０

●申
 

・
●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

　

高
齢
者
技
能
・
果
樹
剪
定

　
　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

内　
　

容　

柑
橘
・
そ
の
他
果
樹
の
剪
定
の

知
識
と
技
能
の
習
得

資　
　

格　

町
内
在
住
者
で
、
講
習
会
場
へ

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」

　
　

す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所

　
　
　
　
　
　
　

（
�
6
9
3
・
0
0
3
2
）

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

相

談

 

通
え
る　

歳
台
前
半
層
を
中
心
と
す
る
高

６０

年
齢
求
職
者

　

全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

講
習
期
間　
　

月　

日（
月
）
〜　

日
（
金
）

12

10

14

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
4
時

10

受
講
場
所　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　
　

人
15

　
　
　
　
　

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受

講

料　

無
料

申
込
期
限　
　

月　

日
（
月
）

11

１9

＊
電
話
で
の
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
直
接

事
務
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
午
前
9

時
〜
午
後
4
時　

分
、
土
・
日
曜
を
除
く
）

30

●申
 

・
●問
 
 
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
１
８
３
０
）

手
話
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か

　

手
話
に
興
味
の
あ
る
方
、
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
指

文
字
か
ら
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

●問
 
 
藍
話
サ
ー
ク
ル
（
代
表
ミ
ノ
ダ
）

（
�
６
６
３
・
１
６
０
５
）

　
 
社
会
福
祉
協
議
会
（
�
６
９
２
・
９
９
５
１
）

駅
前
労
働
相
談

日　

時　
　

月
９
日
（
日
）

12

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時　

分
30

場　

所　

徳
島
東
急
イ
ン
6
階
「
眉
山
」

内　

容　

解
雇
等
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

相
談
員　

弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員
会
委
員

相
談
料　

無
料

＊
申
し
込
み
不
要
で
す
。

●問
 
 
県
労
働
委
員
会
（
�
6
2
1
・
3
2
3
1
）

○ホームゲームご案内
11月25日（日）　
14：00～ vs ザスパ草津
試合会場
　ポカリスエット
　スタジアム



12広報あいずみ ■ �   No.760

あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

図
書
館
の
行
事

　
★
お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら  

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会  

　

毎
月
第
２
、第
４
水
曜
日 

　
　

月　

日（
水
）、　

月　

日（
水
）

11

28

１2

１2

　

午
前　

時　

分
か
ら　

10

30

★
井
隈
読
書
会　

　
　

月
6
日（
木
）　

午
前　

時 
か
ら

１2

10

〈　

月
の
課
題
図
書 
〉

12

　

「
遠
野
物
語 
」　

柳
田
國
男　

著

★
人
形
劇　

　

日
時　
　

月　

日（
日
） 
午
後
1
時　

分
か
ら

11

18

30

　

場
所　

図
書
館
２
階
大
会
議
室

★ 
和
紙
ち
ぎ
り
絵
作
品
展　

　

日
時　
　

月　

日（
土
） 
〜　

月　

日（
金
）

11

24

12

21

　

場
所　

図
書
館
開
架
室

★
和
紙
ち
ぎ
り
絵
体
験
教
室

　

日
時　
　

月
1
日（
土
）

12

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午　

10

　

場
所　

図
書
館
２
階
小
会
議
室

　

講
師　

益
井　

昭
子
先
生   　

　

新
春
を
迎
え
て
の
作
品（
所
要
時
間　

分
）

３０

　

参
加
費　

無
料　
　
　
　
　
 　

●
休
館
日

 
毎
週
月
曜
日

 
図
書
整
理
日 
…
…
…
…
…　

／　

（
木
）

11

15

 
祝
日〈
勤
労
感
謝
の
日
〉… 　

／　

（
金
）

11

23

●問
 
 
図
書
館（
� 
6
9
2
・
0
0
7
0
）

日　
　

時　
　

月　

日
（
日
）

11

18

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
開
会
式

場　
　

所　

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

（
雨
天
時
は
町
民
体
育
館
）

参
加
方
法

１　

受
付
で
ス
ポ
ー
ツ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
も

ら
う
。（
１
人
１
枚
）
８
時　

分
か
ら

30

２　

競
技
に
参
加
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

も
ら
う
。
◎
開
会
式
参
加
で
１
ス
タ
ン

プ
！

３　
　

時
か
ら
受
付
で
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
ビ

12
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
交
換

※
ダ
ン
ス
の
ス
タ
ン
プ
と
他
の
種
目
の
ス
タ

ン
プ
が
４
コ
以
上
な
け
れ
ば
ビ
ン
ゴ
カ
ー

ド
に
交
換
で
き
ま
せ
ん
。

※
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
で
好
き
な
物

　

が
１
つ
食
べ
ら
れ
ま
す
！

（
う
ど
ん
・
お
で
ん
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

わ
た
が
し
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
）

開
会
式
の
後
に
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
』

　

優　

勝　

「
N
i
n
t
e
n
d
o  
D
S
」

　

準
優
勝　

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」

閉
会
式
の
前
に
『
ビ
ン
ゴ
大
会
』

　

家
族
大
勢
の
参
加
で
確
立
ア
ッ
プ
�

　

「
W
i
i
も
当
た
る
�
」

　

月　

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

12
○
南
小
児
童
作
品
展

 
期
間　
　

月
1
日
（
土
）
〜　

日
（
水
）

12

26

　

特
徴
的
に
見
ら
れ
る
独
自
の
個
性
が
表

現
さ
れ
た
美
術
工
芸
作
品
ば
か
り
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

○
琵
琶
体
験
学
習
会

　

日
時　
　

月
9
日
（
日
）

12

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

10

30

　

参
加
費　

無
料

　

演
奏
者
指
導　
   
小
林
和
子
先
生

○
琴
演
奏
と
体
験
学
習

　

日
時　
　

月　

日
（
日
）　

12

16

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

10

30

　

演
奏
者
指
導　
  
別
所
都
梢
光
先
生

○
古
典　

虚
無
僧
の
尺
八
演
奏
体
験

　

日
時　
　

月　

日
（
日
）

12

23

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

10

30

　

演
奏
者
指
導　
　

平
松
宗
哲
先
生

●問
 
 
藍
の
館
（
� 
6
9
2
・
6
3
1
7
）

　

種　
　

目　

町
民
体
育
館

　

骨
密
度
・
脳
内
年
齢
測
定
、、
囲
碁
ボ
ー
ル
、

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
、
握
力
背
筋
測
定
、
ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
幼
児
コ
ー
ナ
ー
、
輪
投
げ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

体
育
セ
ン
タ
ー

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
申
込
み
が
必
要
で
す
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

藍
住
中
学
校
体
育
館

　

ダ
ン
ス
（
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

太
極
拳
、
新
体
操
、
健
康
体
操
、
エ
ア
ロ
、

阿
波
踊
り
、
ソ
シ
ア
ル
ビ
ク
ス
、
キ
ッ
ズ

エ
ア
ロ
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ッ

ト
、
グ
リ
ー
ン
ソ
フ
ト
、
ペ
タ
ン
ク

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●問
 
 
教
育
委
員
会　

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

●問
 
 
N
P
O
法
人
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

（
�
6
9
2
・
5
0
0
0
）
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こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん 10月 おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます 

いきいきサロンのご案内 

10月 

あいずみ俳壇 

村
一
つ
　
洗
い
尽
し
て  

大
夕
立 

高
塚
　
富
子 

ぼ
う
た
ん
の
　
薄
み
ど
り
な
る
　
土
用
の
芽 

佐
野
　
知
恵 

踊
帯
　
ぽ
ん
と
叩
い
て
　
諦
め
具
合 

久
次
米
民
子 

ペ
タ
ル
踏
む
　
前
を
行
き
交
う
　
赤
と
ん
ぼ 

井
上
　
悦
女 

連
呼
し
て
　
大
文
字
五
山
　
送
り
火
燃
ゆ 

森
　
　
稲
花 

蜩
の
　
玻
璃
に
罪
な
き
　
腹
見
せ
て 

安
芸
　
澄
衣 

耳
鳴
り
と
　
ま
が
う
蝉
声
　
水
を
買
う 

伊
藤
た
つ
お 

納
涼
祭
　
待
て
ど
揚
ら
ぬ
　
大
花
火 

生
越
　
　
茜 

チ
ビ
猫
に
　
遊
ば
れ
て
い
る
　
夏
座
敷 

吉
田
　
善
子 

手
花
火
の
　
片
方
の
手
は
　
母
の
肩 

　
岡
ア
イ
子 

    

加
　
　
章 

竹
箒
　
小
さ
き
蛇
の
　
衣
か
か
る 

山
田
　
民
恵 

山　田　民　恵 　選 

お
お
ゆ
う
だ
ち 

は
　
り 

お
ど
り

お
び 

地域の子どもは、
地域で守り育てましょう
　子どもは、私たちの宝です

　　藍住町青少年健全育成会議

　　藍住町民生児童委員協議会

　　板野西部青少年補導センター

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや

健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地域老人憩の家で開

催しますので、お気軽にご参加ください。

内　　容場　　所時　　間曜日開催日

健康チェック
筋力アップ体操東中富老人憩の家午後１時３０分～3時金11月16日

健康チェック
折り紙住吉老人憩の家午後１時３０分～3時月11月19日

健康チェック
健康の話徳命老人憩の家午後１時～3時　　水11月21日

健康チェック
ストレッチ
ペタンク

乙瀬老人憩の家午前9時３０分～１１時月11月26日

健康チェック
輪投げ・健康の話奥野老人憩の家午後１時３０分～3時月11月26日

健康チェック
ゲーム

富吉老人憩の家午後１時３０分～3時月12月３日

健康チェック
折り紙

西部老人憩の家午後１時３０分～3時火12月４日

健康チェック
健康の話住吉老人憩の家午前9時３０分～１１時月12月10日

健康チェック
室内スポーツ
阿波おどり体操

東部老人憩の家午後１時３０分～3時月12月10日

年齢・住所に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

内容：健康チェック（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

●問   社会福祉協議会 （� 692・9951）　保健センター（� 692・8658）

（住　　所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

奥野字矢上前雅美・勇男（こたろう）虎太郎藤原

勝瑞字幸島美智代・俊男男（りょうへい）稜平桝井

富吉字地神久美子・雄司男（しょうま）翔馬亀井

矢上字春日真弓・純女（まひろ）茉紘山本

矢上字安任純子・文浩女（あやか）絢香坂口

富吉字穂実香織・雄仁女（めい）芽衣近藤

富吉字大向円・春樹女（みくる）望来藤川

富吉字富吉優子・雅史女（ありす）綾花子田村

東中富字権現傍示尚里・寿志男（り　く）俐玖三枝

東中富字権現傍示美樹・孝志男（ゆ　ら）悠良岡部

住吉字逆藤知美・寛也男（はると）陽斗木内

住吉字神蔵友香理・真千男（くりゅう）久竜立川

東中富字長江傍示真琴・史義男（てるたか）照崇須崎

徳命字前須西奈々重・健女（ゆいか）結花田野

住吉字神蔵�子・政己女（まのは）真羽奥本

奥野字長江口千晴・泰弘
男（れおん）鈴恩山田

男（しおん）蒔恩

奥野字矢上前恵・祐也女（れいら）麗來山本

富吉字穂実沙也香・勝之男（まさと）雅斗川村

矢上字春日充代・憲資男（かずき）寿輝武市

乙瀬鮎美・靖史男（だいち）大智瀬川

矢上字北分文子・佳宏女(あゆみ）渉未貴田

乙瀬字出来地佳子・彰宏男（ひろと）大翔伊勢

矢上字安任直美・雅史女（けいと）渓里西田

徳命字新居須久美子・美徳女（り　な）里奈由水

矢上字安任香・敬三女（な　な）七奈福見

（住　　所）（年　齢） （氏　名）

住吉字藤ノ木歳８１岡本　幸子

東中富字鑓場傍示歳８８犬伏　健太郎

東中富字直道傍示歳６７松�　祐一 

勝瑞字幸島歳７８岡部　富美子

矢上字安任歳７１岩田　章

勝瑞字西勝地歳８１武田　富久子

富吉字富吉歳８６勝浦　保
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こ
の
広
報
紙
は
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

増田クリニック 
TEL：088－693－3020
藍住町役場東500m

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科 

月 

○ 

○ 

火 

○ 

○ 

水 

○ 

○ 

木 

○ 

金 

○ 

○ 

土 

○ 

診療時間 

午前9：00～12：30 

午後2：30～ 6：30 5：30 
まで 

たなもと耳鼻咽喉科 
　　　　 クリニック 

TEL 088-683-3987（サンキューハナ） 

●携帯電話 インターネットから順番予約 

●当院ホームページ 

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

じ び いん こう か 

マルナカ成長店　南200m  エネオスはいる 

http: //www.tanamoto-clinic.jp

get1052@paa. jpへ空メール 

  8：45～12：00 

14：30～18：30
西條北島線 

はなまるうどん 

マルナカ成長店 

陸運局 

エネオス 
GS

サティア 

四国三郎橋 

N

徳島環状線 

洋服の青山 

たなもと 
耳鼻咽喉科 

　10月24日、正法寺川沿いの環境を守ろうと、北小４年生71人

と正法寺川を考える会の役員が啓発看板の付け替えを行いました。 

　北小学校４年生と正法寺川を考える会が協同で取り組んでいる

環境学習は、総合学習の一環として３年前から行われています。

看板は班毎に子どもたちがスローガンを考え、正法寺川や川に住

んでいる生き物を描くなど、協力し合い完成させています。設置

された10本の看板は、子どもたちの「自然を大切にしてほしい」

という気持ちが良く表現されています。看板の周りには、子ども

たちがペットボトルで作った風車も飾られました。 

　ごみの減量化など環境問題は、今や地球規模での重要な課題と

なっています。子どもたちが環境について学び、自然を大切にす

る心を養い育むことは大切なことです。 

　未来へ豊かな自然を残していくために、私たちもできることか

ら始めてみましょう。 

正法寺川をみんなできれいに 正法寺川をみんなできれいに 

確　　　　　認　　　　　先

掲載ページ
AIテレビ
の放送　

HPの掲載
担当課へのお問い合わせ

記　　事　　名
電話番号担　当　課

４ページ○○637・3128教育委員会平成20年度幼稚園入園案内

６ページ○○692・8658保健センターインフルエンザ予防接種

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があ
りましたら企画調整課（�637・3124）まで
お知らせください。

広報あいずみ　 毎月15日新聞折り込みで
AIテレビ　　　１日６回（AIタウン情報）
町政だより　　 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ　URL  http://www.town.aizumi.tokushima.jp
　　　　　　E-mail  aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は


